
 

 

 

 

去る平成２３年２月３日（木）午後７時から、群馬県立心臓血管センターにおいて第４回登録医大会を開

催いたしました！ 

 

今回で４回目となる登録医大会では、今       

回が初めてのご出席となる先生方も多く

いらっしゃいました。 

大会の進行は２部構成となっており、第

１部では当センター各診療科のトピックスを中心にご紹介をし、第２部では外来待合ホールに会場を移し、

懇親会を行いました。懇親会では、前橋市医師会副会長の中屋光雄先生に御挨拶をいただき、乾杯の御発声

は太田市医師会理事の坂本孝作先生からいただきました（役職は２月３日開催時）。 

懇親会では、会場のあちらこちらで登録医の先生と院内医師との積極的な懇談風景がみられました。 

改めてご出席していただいた先生方には、深く感謝を申し上げます。 

 

        

            

 

 

 

３月１１日に発生した東日本大震災に関して、

群馬県は宮城県知事からの要請を受け、被災地

域への県立病院医療救護班の派遣を決定し、県

立病院救護班第１班として当センター職員４名

が３月１７日から宮城県南三陸町のベイサイド

アリーナの対策本部へ派遣されました。現地で

の救護活動は、アリーナ以外の避難所、自宅避

難者を中心に行い、派遣終了日に第２班となる県立がんセンター

へ業務を引き継ぎ今回の任務を終了しました。 

                                 

４月上旬現在、救護スタッフも徐々に充

実している状況のようですが、今後も要救

護者への支援活動として、県医師会や県内

他病院とも調整のうえ、２回目の派遣をす

る予定です。 

 東日本大震災により被災された皆さまに

は心よりお見舞い申し上げますとともに、

被災地の１日も早い復興をお祈り申し上げ

ます。 

 

平成２３年４月１日付けで当院に下記９名の医師が入職しました。既に連携関連でお世話になってい

ることと思いますが、改めてご紹介させていただきます。 

             

                 

 

 

 

 

 

                 

    

             

          
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※日本医師会生涯教育【1.5単位】認定の検討会です。 

  日 時 ミニレクチャー 症例検討 会  場 

５月２４日(火) 循環器内科（虚血） 循環器内科 ２例/ 心臓血管外科 １例 

群馬県立 

心臓血管センター 

総合リハビリ棟 

講堂 

 

７月１９日(火) 心臓血管外科 循環器内科 ２例/ 外科 １例 

９月１６日(金) 学術講演会   

１１月１５日(火) 循環器内科（不整脈） 循環器内科 ２例/ 心臓血管外科 １例 

１月予定 学術講演会 

３月予定 
循環器内科 

（心臓リハビリテーション） 
循環器内科 ２例/ 整形外科 １例 

■会費：無料です   ■ お申込み：地域医療連携室へお願いいたします。 

『群馬県立心臓血管センター第４回登録医大会』のご報告 

 

平成２３年度群馬県立心臓血管センター症例検討会のご案内 

 

３月３１日付けで当センターを退職になりました医師は 

循環器内科：後藤 貢士、小暮 真也  

深澤 利恵、佐藤 千鶴、田口 哲也 

林  達哉、松橋 論宜 

外   科：猪瀬 崇徳 

麻 酔 科：金本 匡史、松本 直樹 の10名です。 

在職中、ご紹介をいただいた先生方にはお世話になりました。 

新転地でもよろしくお願いします。 

 

      

職 名：医長 

診療科：循環器内科（不整脈） 

卒業年：平成１５年 
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職 名：医師 

診療科：循環器内科 

卒業年：平成１７年 
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職 名：医師 

診療科：麻酔科 

卒業年：平成１７年 
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職 名：医師 

診療科：麻酔科 

卒業年：平成１８年 
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職 名：医師 

診療科：外科 

卒業年：平成１９年 

 

職 名：医師 

診療科：心臓血管外科 

卒業年：平成２０年 

 

職 名：シニアレジデント 

診療科：循環器内科 

卒業年：平成１７年 

 

職 名：レジデント 

診療科：循環器内科 

卒業年：平成２１年 

 

職 名：レジデント 

診療科：循環器内科 

卒業年：平成２１年 

 

平成２３年度 新入職医師紹介 

 

 

東日本大震災被災地域への県立病院医療救護班派遣 

 



 

太田市医師会名誉会長 

  日本循環器学会認定専門医 

  医療法人有坂会 有坂医院 院長 有坂 實先生 
 

＊当センターとの連携全般についてお伺いします。 

『大変素晴らしく、しかも上質な医療連携ができているので、大変感謝して

おります。大島院長をはじめ、ほとんどの先生が僕の出身医局である群大第

二内科なのですが、立派な先生達が集まって、一生懸命やってくれているの

で、大変感謝しています。一番多くお願いしているのは、カテーテルアブレ

ーション治療ですが、今までに６０名くらいの患者さんをお願いしています。

施術後も半分くらいが元に戻ってしまうものですが、全国平均に比べ心臓血管センターの成績は非常に良く、

紹介をしたほとんどの患者さんが大変良好で、心房細動や上室性期外収縮の患者さんの不整脈がなくなり、

洞調律に戻っております。どうしても高齢の方や心肥大の患者さんが完全治癒することは難しいようですが、

内藤先生をはじめとした不整脈の先生方には大変お世話になっています。』 

 

＊では太田市でご開業されているお立場からご覧いただいた当センターの連携はいかがでしょうか？ 

『太田市やその近隣地域でも、カテーテルアブレーション治療を行っている病院は少ないので、太田市の先

生は助かっています。また、この地区では心臓血管外科の先生が少ないものですから、心臓血管センターへ

気楽にお願いすることができ、大変有難いです。弁膜症や腹部大動脈瘤の患者さんを多く救ってもらってい

ます。うちの近くの和尚さんが、大動弁閉鎖不全症になってしまい、お経をあげるのに苦しくてどうしよう

もなかったのですが、金子先生に手術してもらい、すっかり元気になって仕事復帰ができ、紹介した私が和

尚さんに会う度に感謝されています。心臓血管センターはレベルの高い医療を提供してもらえる安心感があ

ります。 

ASO（閉塞性動脈硬化症）ステント治療では、太田市内の病院でも形成術の達人が居りますが、人数が少な

いので、心臓血管センターの循環器内科の先生にもお願いしたいと思っております。 

 太田市内の中核病院の循環器科も優秀で、たくさんお願いしておりますが、不整脈や心臓血管外科の専門

の先生が少ないという現状や設備等の問題もあり、またPCIなどは非常に高度な技術がいるので、難しい症例

もあり、太田市内の各病院から心臓血管センターへ紹介されることも多いようです。 

近年は糖尿病からくるASOも非常に多くなっていますので、今後益々ステント治療の必要性が高いと考えら

れます。飽食の時代ですから、糖尿病が増え、人工透析の患者さんも増えております。糖尿病が原因で胸部

や腹部大動脈瘤も増加しています。心臓血管センターの益々のご発展を祈念しております。』 

 

＊当センターに対するご要望をお伺いしたいと思います。 

『近年、拡張型心筋症の患者さんが多くなってきています。拡張型心筋症は心拡大の進行が早いので、内科

治療には限界があります。日本ではどうしても心臓提供を嫌がる傾向がありますが、重症HCM(肥大型心筋

症)・突然死することがあるHOCM（閉塞性肥大型心筋症）・保存的コントロール不能心不全等は、将来的には

心臓移植を心臓血管センターで出来るよう期待しています。大変優秀な先生方が心臓血管センターには数多

居りますから、心臓移植チームを作ってもらいたいものです。それが将来の心臓血管センターに対する最大

の希望です。 

それから、昨年７月の太田市医師会例会では、連携室長の外山先生にとても素晴らしい講演をしていただ

きました。大島院長や金子副院長にも、是非太田へご足労いただき、ご指導をお願い致します。』 

 

＊有坂先生、お忙しい中、貴重なお時間をありがとうございました。今回のインタビューの中では、何度も

「感謝している」というお言葉をいただきました。心臓血管センター医師群の励みになります。     

最後に“有坂
ありさか

地竜子
ぢりゅうし

”という俳号の有坂先生より日頃の診療や看護教育シーンから春の句をご紹介します。 

「診断の 画像に映る 凌霄
りょうぜん

花
か

」 

「学び舎に 茶髪一礼 卒業生」 

「画像診つ 余命告知す 花の雨」 

地地域域のの医医療療機機関関ととととももにに県県民民のの命命をを守守るる   

群馬県立心臓血管センター  
 

   地地地   域域域   医医医   療療療   連連連   携携携   室室室   たたた   よよよ   りりり   
                             第２０号 平成２３年４月 発行 

～～当当セセンンタターーはは““地地域域医医療療支支援援病病院院””でですす～～  

          

この度の東日本大震災による大惨事に被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。 

被災地の１日も早い復興をお祈り申し上げます。 

 

     当センターは３月２８日より計画停電除外区域となりました。 

通常通りの診療を行っております。 
                     

 

          病院の理念 

       ～患者本位の医療（温かくて風格のある病院）～ 

患者の皆様に温かい態度で接し、患者様一人一人の権利と安全を 

確保し、最良の医療を提供する病院を目指します。 

 

      
                        

  

 

 

 

 

 

           

平成２３年４月現在の外来担当医師を別紙外来担当医一覧表にてご案内いたします。 

                      

『心臓血管センターとの連携について』～登録医インタビュー～ 

 

 

 

お問い合わせ先   

群馬県立心臓血管センター  〒371-0004 群馬県前橋市亀泉町甲3-12         

担当    地域医療連携室   電話  027-269-7455（内線2040・2041）

      FAX    027-269-7286  

  ホームページ http://www.cvc.pref.gunma.jp 
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